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【凵的】環境負荷の 少ない 新 エ ネル ギ
ー

と して 、米 利用 バ イ オ マ ス か らの

水素生成に 関す る研究開発が 盛 ん に 進め られて い る が 、特に バ イオ 法に よ

る水素生成 にお いて は その 効率化が 重要 な課題で ある。農業地 域 で 発生す
る多様な 未利用 バ イオ マ ス を 原料 と した 水素生産 に おい て は 、グル コ ース

だけ に 限 らず様 々 な原料 に対応 した水素 発酵微生物 の 育種が重要と なる．
そ こ で 、本研究で は地域未利用バ イオ マ ス を原料 と した水素発酵 の 効率化

に 向 けた 微生物の 育種を 目的と した。
【結 果】 稲 ワ ラ 、剪定 枝、牧草 な ど に付 着 して い る 微歩 物 群か ら 水素生

産 を 行 う微 生 物 を 探索 し た 結 果、2種 類の 水 素 生 成 微 生 物 Cto．gtridium 　 s．p、
HU −1、　 HU −2株 を 単 離 した 。α励 油 侃 属は 多様 な 炭 素 源 を 資 化 で き る こ

とが 知 られ て い る 。そ こ で 、水 素 生 産 に 関 す る 報 告 が な され て い る C．
う吻 η wn 　NBRCI3949 株、〔∴ rteetebrt／），ligrtm　NBRCI3948 株 お よ び C／吻 8伽 ぬ l

JCM1390 株を 比 較 対象と して 、　TGC 培地 （和光 純薬
一
匚業）、　 CGM 培 地

（1）、
YTM 培地

u ／
の3種 類の 寒天培地 上で の生 育を観察 したと こ ろ 、本研究 に て

単離 したα 幅 磁 π規sp ．　IIU −1、1・ltJ−2株は 、全て の培 地上で 良好 な生育 を示

した。現在、学離株 の水 素牛成 能力に っ い て 、他 の Ctostridiumtu細菌 との比

較験討を進 めて い る。なお、木研究 の
一

部 は弘前 大学60 周年恥念事業科学
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This　study 　introduces　a　new 　design　 of　biohydrogen　fueL　cell 　by　integrating
bioreactor　for　hydrぐ〕gen　production　with 　anode 　chamber 　in　hydrog巳n　fuel
cell ．　Two 　different　 composites 　 of 　platinum 　nanopartickes 　decorated　on
functionalized　multi

−waUed 獻 bon　nanotube5 （P レ
’
則 WCNTs ）and 　pol）

’
aniline

（PANDw 巳 rc　fabricated 　using 　the　 electrochemica 且polymerizatiomncthDd

and 　used 　as 　 anQdes ．　The 　biohydrogen 　fuel　cell 　usillg 　 thill　 film　of 　PANI

nano 　bers　deposited　o冂 PtifMWCNTs ／carbon 　papcr　as　anod 巳 showed 　rlltlch
highcr　pow 巳 r　density　than　that　used 　core −she1L 　structure 　PANVPt 〆fMWCNTs
and 　Pt〆fMWCNT5 　 without 　PANI 　based　anedes ．　 The　differellce　in　st1．ucture
between　these 亡wo 　composites 　and 亡heir　ef ［ects 　on 　the　interaction　with

hydrogen 　gas 　 inside　anode 　chamber 　leading 　tQ　tbc 　differcnco　in　 pDwer
density 　of 　fuel　cell 　 were 　also 　discussed ．　 The 　maxilnum 　power 　densi 匸y　 was

613．5mW 　m
−2、　which 　 was 　obtalned 　 u 吐 acurren 亡 density 　ol 　about 　 2、55 　A

ln
−2 、vith 　a　cen 　volta 只e　of 　O、24　V 　and 　using （，niy 　one 　 20　FnL 　chambei ．− air

cathode ，　compact 　bioh｝
・drogcn 　fue且cen ．
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車 （SHC ）の 設計 ・制作を行って駆動の 持続性 実現 に挑 戦 してい る。こ れ

までに 炭素中立の 考え に碁つ い て水素 （Hz：1 の 原料 を化 石資源か らバ イオ

マ ス へ の 代替を 目的に 、独 自に探索
・
採集 して病原性が 無い こ とを確認 し

た ク ロ ス トリジ ウム 属の 高度集積培養Sa−3を用 い 、廃糖 蜜を 原料と して 得

た バ イオHzを 使用 して ．L 。己自動 車 へ の 利用 を 実証 し た［1］。本 論で は 、廃

糖蜜を 更に セ ル ロ ース 系バ イオ マ ス で 代替する為 に 、そ の 分 解菌の 探索 と

そ の 効率化を 目的に 1 っ の 試行を行った。
方法 1モ デル バ イオ マ ス を屋外 に数 ヶ 月 間にわ たり放置後回収 し、その 形

状観察 と重量測定を行 い 、セ ル ロ
ー

ス 系バ イ オ マ ス 分解困の ソ
ー

ス と して

可 能性が 有 りそ うな 試料を 培養 に 供 した 。本学屋 外 の 適所 に揚枝2種各 7本
を 昨秋上 壌に 突刺 し今春回収 し、嫌気 培地35℃ で 保 持 し分 析 した 。
結果 と考 察 ： 1件 を 除 く全 て にお い て H2生 成 を 観 察 した 。最 天 のH井 成 を

示 した 試 料 〔竹 製 、重 量 約 0．15g） のHz収 量 は 約300 μモ ル で あ った 。本方

法 の 有効 性 と課題 に っ い て 考 察する 。
1．小 原 宏∠ ら （2008）　 「夢：の犀 （TBS ） バ イオ 水素で 車を走 らせ る 世界

初 の挑戦に 密着 ［」 8月 24日．
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ス 系 バ イ オマ ス に よる廃糖 蜜 代替 の ため の 菌探

索の 試み

鈴 木 悠香
L，○ 本波 康 由

2，吉 村 義隆
1’1，小原 宏 之

H．4

（
1

工 川大 ・農 ・生 命化学，
2
玉 川大 ・学術研 ，

3
玉 川大 ・

農 ・生命化 学、TSCP ，
“

玉 川大 ・工 ・機 械情報 シ ス テ ム 、
TSCP ）

　　　　 　　　　　 　　　　 〔TSCP ）は太陽光 水累 自勤

3P−2056

目的 ： 玉 川 ソ ーラ ーチ ャ レ ン ジプ ロ ジェク ト

の と お りク ロ ス トリジ ウ ム 属の 高度集積培養Sa −3を用 い 、廃糖蜜 を原料 と

して得 たバ イオ H2 を使用 して 上 記自動車へ の利 用を実証 した。木論 で は、
原料 多様化 の観 点か ら身近 に存在す る未利用物 の可能件 を探った。背景 に

は 食料 と の 競合．環 麗調和性等の 問題が 指摘 ざれ なが ら、バ イ オ燃料 の 卞

流 は依 然バ イ オ ェ タノ ール で あ り、原 料 の 殆 どが 糖 ・デ ン プ ン 質 で あ る こ

と が あ る。ド ン グ リの デ ン プン 収 率は 比 較的 高 い と の報 告 が あ り、ま た 木

学 キ ャ ンパ ス の 植生 は ク ヌ ギーコ ナ ラ群落が優勢で そ の実 の入 手 は 容易 で

ある の で原 料に選 ん だ。
方法 ：工 程は 併行複 発酵に よるエ タ ノ

ー
ル 生産 プ ロ セ ス に 準 じ、市販 の 液

化 およ び糖 化酵 素を用 い 、Sa−3を加 えて小 規模 の 発酵 を試み た。
結 果と 考察 ： 市販片 栗粉の モ デル 系で H溌 酵が 示唆 さ れ た 。ドン グ リの 系

で は グ ル コ
ー

ス 生 成は 示唆 され た が 、H2生 成 の 証拠 は 得 られ て い な い。前

処 理 を 含む 主 要プ ロ セ ス の 条件 探索 を行 う と共 に、課 題 を 明 ら か にす るc
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